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1．はじめに
筆者は、このこども園において、2014 年度よ
り身体表現の園内研修を実施している。身体表
現あそびが育てる子どもの力を保育者が共通理
解し、日々の保育に積極的に取入れていくこと
を保育者と共に目指している。しかし、日常的
な保育に身体表現を取り入れることに対して
は、当初、保育者側にはかなりの抵抗があった
ことも事実である。そして、研修を重ねる中、そ
のような現状に確実な変化があったとは断言で
きないが、園内研修の際に実施される保育には
保育者の育ちや変容を確認することができ、保
育学会においても報告してきた。（68 回 1）・69
回 2）大会）。そのポスター発表の際、園内研修の
一端として実施している、保育者を対象とした
身体表現の実技講習（筆者が講師）に関する質
問をいただいた。実際、「保育者自身が表現を体
感することにより今までの苦手意識を回避する
ような感想を全員から得ることができた。これ
らを経て 12 月の保育実践を行ったところ、子ど
もと楽しむ保育者の姿が確認された」と 68 回大
会において報告しているが、その内容や方法に
関しての検証には至っていない。
そこで、この実技講習に焦点を絞り、園内研
修を検討することにした。そして、保育実践（身
体表現あそび）につながる実技講習の内容と方
法について検討するための、一基礎資料を得る
ことを目的とする。
2．研究方法
（1）期間：① 2014 年 11 月　② 2015 年 8 月
　　　　　③ 2015 年 11 月　④ 2016 年 6 月
（2）対象： 京都府綾部市　綾東こども園保育士
講習参加者 11 名
　　① 8名　② 6名　③ 6名　④ 6名
（3）講習の時間：17：30 ～ 19：00
　　 午前中の保育において、各クラスが保育実
践（身体表現あそび）を実施している。
（4）講習のテーマ：子どもと楽しむ表現あそび
　　　①いろいろな観点からのアプローチ
　　　②日常からのつながりを大切に
　　　③子どもと表現の世界を楽しもう
　　　④動きを引き出すために
（5） 講習の分析：各回の講習の構成に関して、当
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日配布のレジュメに示した各活動別にその
内容と身体表現の要素を、それぞれ次の観
点で分析した。
　　①活動内容
　　 A．ゲーム的要素を楽しむ　B．表現を楽し
む　C．先生役（言葉かけ・保育実践）D．創
作と発表　E．教材研究　F．保育実践を観る
　　②身体表現の要素
　　 a. からだ　b. 動き　c. 音（歌）　d. 身近なもの　
e. かかわり　f. イメージ　g. 絵本（お話）
　　 尚、この 7つの要素は筆者らが授業で使用の
テキスト 3）4 章「演習ノート」の項目を参照
にしている。
（6） 振り返り：次の観点で講習を振り返り、自
由記述での感想を求めた。
　　 ① 自分で表現あそびをしてみてどうだった
か？
　　 ② 今後の保育にどのように役立てたいと思
うか？
　　③その他の感想
3．結果と考察
（1）実技講習の実際
全 4回の園内研修に関して、午前中に実施さ
れた保育実践（身体表現あそび）と夕方に実施
した実技講習の実際を表 1にまとめた。
この表より、実技講習の活動内容と身体表現
の要素に関して実施順に検討したい。
①第 1回目の講習
第 1回に関しては、「1回限りの講習会」と認
識していたため、とにかく、保育者に表現の楽
しさを実感してもらうことを目指し、6種類の活
動を実施した。
活動内容に関しては、講習の導入としてA．
ゲーム的要素からスタートし、保育者の心身を
ほぐしている。そして、「歌を手がかりに」「か
らだを意識して」「お話をつくろう」などの活動
からわかるように、多様な観点からのB．表現を
楽しむ内容が盛り込まれている。さらに、保育
実践へのつながりを意図して、新聞紙の表現を
実施している。2人組で、「新聞紙を動かし言葉
をかける人（保育者）」と「新聞紙になって動く
人（子ども）」になり、C．先生役だけでなく、子
どもの立場の体験も盛り込んでいる。そして最
後に、実際の「劇あそび」なども想定した「絵
本から」の活動では、g．絵本の世界を身体表現
でD．創作と発表をすることを課している。そ
の創作は 2グループで実施し、お互いの発表を
見せ合い評価した。
また、具体的な身体表現の要素に関しては、分
析の観点のa～ gの 7項目の全てを含んでおり、
今回のテーマに記した「いろいろな観点からの
アプローチ」がなされていたことがわかる。さ
らに、ひとつの活動として、a．からだ c．音 e．
かかわりg．絵本などの要素が強調されている活
動も多く、身体表現の要素が意識できる内容に
なっていたことが確認できた。
第 1回目の講習は、「最初で最後」の研修にな
る可能性があった。したがって、表現の多様性
と楽しさを伝えるために、身体表現に関して、多
様な活動内容と身体表現の要素を盛り込んだ構
成になっていることが明らかになった。
②第 2回目の講習
年度を改めてではあるが、第 2回目を実施で
きることになった。今回テーマを「日常からの
つながりを大切に」とし、日常の動きに焦点を
当てることにした。ひとつの動きを多様化し実
際に動くこと。動きを繰り返すなかでイメージ
と関連させることの体感を目指したので、身体
表現の要素としても、b．動きと f．イメージが
メインになっている。c．音 e．かかわり g．お
話は含まれていたが、d．身近なものは用いてお
－ 97 －
身体表現の園内研修
ὀ
㸸
⾲
୰
ࡢ
グ
ྕ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
 
ᜒ
፼
Ʒ
෇
ѣ
ϋ
ܾ
ഇ

෇
ѣ
ϋ
ܾ

᲻
Ჴ
ǲ
ȸ
Ƞ
ႎ
ᙲ
እ
Ǜ
ಏ
Ơ
ǉ

᲼
Ჴ
ᘙ
ྵ
Ǜ
ಏ
Ơ
ǉ

Ჽ
Ჴ
έ
ဃ
ࢫ
Ტ
ᚕ
ᓶ
Ɣ
ƚ
ȷ
̬
Ꮛ
ܱ
ោ
Უ
Ჾ
Ჴ
о
˺
Ʊ
ႆ
ᘙ

Ჿ
Ჴ
૙
஬
ᄂ
ᆮ

᳀
Ჴ
̬
Ꮛ
ܱ
ោ
Ǜ
ᚇ
ǔ

៲
˳
ᘙ
ྵ
Ʒ
ᙲ
እ
CᲴ
Ɣ
ǒ
Ʃ

᳜
Ჴ
ѣ
Ɩ

᳝
Ჴ
᪦
Ტ
ജ
ȷ
લ
᪦
ᛖ
ȷ
લ
७
ᛖ
Უ

᳞
Ჴ
៲
ᡈ
Ƴ
ǋ
Ʒ

GᲴ
Ɣ
Ɣ
ǘ
Ǔ

᳠
Ჴ
Ǥ
ȡ
ȸ
Ǹ

᳡
Ჴ
ዋ
ஜ
Ტ
Ɠ
ᛅ
Უ

̬
Ꮛ
ᎍ
ƴ
Ǒ
ǔ
ܱ
ោ
ഇ

ĭ
᳸
İ
Ƹ
Ŵ
ܱ
ោ
Ǜ
ᘍ
Ƭ
ƨ
ǯ
ȩ
ǹ
Ʒ
࠰
ᱫ
Ǜ
Ŵ
#᳸
*
Ƹ
ܱ
ោ
Ơ
ƨ
̬
Ꮛ
ٟ
Ǜ
ᅆ
Ơ
Ư
ƍ
ǔ

ׅ

ᇹ
Ძ
ׅ

ᇹ

ׅ

ᇹ

ׅ

ᇹ

ׅ

ܱ
଀
ଐ

ᲬᲬ
Ც
Ძ
Ხ
Შ
Ძ
Ძ
Შ
Ძ
Ჭ

Წ
Ც
Ძ
Ჯ
Შ
Ჲ
Შ
Ჱ

Წ
Ც
Ძ
Ჯ
Შ
Ძ
Ძ
Შ
Წ
Ც

Წ
Ც
Ძ
Ჰ
Შ
Ჰ
Შ
Ჭ

ᜒ ፼ Ʒ ෇ ѣ ϋ ܾ 
Ǧ
ǩ
ȸ
ȟ
ȳ
ǰ
ȷ
Ǣ
ȃ
ȗ
Ჴ
᲻
ȷ
G
ȷ
ǵ
Ȑ
Ǥ
Ȑ
ȫ
Ǹ
ȣ
ȳ
Ǳ
ȳ

ȷ
Ƣ
ƣ
Ǌ
Ʒ
Ɠ
ܿ

ജ
Ǜ
৖
ƕ
Ɣ
Ǔ
ƴ
Ჴ
᲼
ȷ
E
ȷž
Ƌ
ǜ
ƨ
ƕ
ƨ
Ʋ
Ɯ
ƞ
ſ

Ǹ
ȣ
ȳ
Ǳ
ȳ
Ɣ
ǒ
Ჴ
᲼
ȷ
CE
G
ȷ
Ǹ
ȣ
ȳ
Ǳ
ȳ
З
៻

ȷ
Ɣ
ǒ
Ʃ
ư
Ǹ
ȣ
ȳ
Ǳ
ȳ

ȷž
ǰ
ȸ
ȷ
ȁ
ȧ
ǭ
ȷ
ȑ
ȸ
ư
ſ

ѣ
Ɩ
Ɣ
ǒ
Ჴ
Ჿ
ȷ
D
ȷ
ٻ
Ɩ
Ƙ
Ƴ
Ƭ
ƨ
Ǔ

Ყ
ݱ
ƞ
Ƙ
Ƴ
Ƭ
ƨ
Ǔ

ٶ
ಮ
҄
Ʒ
੩
క

Ტ
Ʋ
ǜ
Ƴ
ƾ
Ə
ƴ
ȷ
Ʋ
Ɯ
Ɣ
ǒ
ȷ
Ʋ
Ɯ
ǁ
Უ

Ǉ
ƶ
Ƭ
Ɯ
ᢂ
Ƽ
Ჴ
Ჽ
ȷ
EG

ȷž
Ȉ
ȳ
Ȉ
ȳ
Ũ
Ũ
ſ

ȷž
Ȗ
ȩ
Ȗ
ȩ
ȑ
ȃ
ȷ
ǰ
ȋ
ȣ
ǰ
ȋ
ȣ
ȝ
ȳ
ſ

ȷž
ٻ
Ɩ
Ƙ
Ȉ
ȳ
ݱ
ƞ
Ƙ
Ȉ
Ȉ
Ȉ
ſ

ജ
Ǜ
৖
ƕ
Ɣ
Ǔ
ƴ
Ჴ
᲼
ȷ
E
ȷž
ٻ
Ɩ
Ƴ
ٽ
ᱛ
ſ
Ɣ
ǒ

ѣ
Ɩ
Ɣ
ǒ
Ʒ
о
˺
Ჴ
Ჾ
ȷ
D
E
ȷž
ឥ
ǔ
Ყ
ഥ
Ǉ
ǔ
ſ
Ɣ
ǒ

ž
ࢤ
Ц
Ʒ
ౕ
ſ
о
˺
ą
ႆ
ᘙ

ȷž
Ɠ
ᑶ
ƕ
ǘ
ǒ
Ƭ
ƨ
ſ
Ɣ
ǒ









ஆ
Ƒ
ജ
о
˺
ą
ႆ
ᘙ

ᚕ
ᓶ
Ɣ
ǒ
Ჴ
Ჽ
ȷ
E
ȷ
લ
᪦
ᛖ
ȷ
લ
७
ᛖ
Ʒ
٭
҄
Ʊ
ѣ
Ɩ

ᚕ
ᓶ
Ʒ
ႆ
Ơ
૾
Ʒ
ٶ
ಮ
҄
Ʒ
੩
క


Ȧ
ȩ
ȷ
ȍ
Ȑ
ȷ
ȕ
ȯ
ȷ
ǳ
ȭ
ȷ
ǯ
ȫ
ȷ
Ȕ
ȧ
ȳ

Ɣ
ǒ
Ʃ
Ǜ
ॖ
ᜤ
Ơ
Ư
Ჴ
᲼
ȷ
C
ȷ
Ũ
Ტ
Ǉ
ǔ
Უ

ȷ
ǽ
ȕ
Ȉ
ǯ
Ȫ
ȸ
Ƞ

ȷ
᫘
ᑔ

ѣ
Ɩ
Ʒ
ٶ
ಮ
҄
Ʊ
Ǥ
ȡ
ȸ
Ǹ
Ჴ
Ჿ
ȷ
D
H
ȷ

ƭ
Ʒ
ѣ
Ɩ


ഩ
Ƙ
ȷ
ៃ
ƿ
ȷ
᠃
ƕ
ǔ
ȷ
ឥ
ǔ
ȷ
ᡪ
Ə
ȷ
ׅ
ǔ

ѣ
Ɩ
Ʒ
ܱ
ᨥ
ą
ᘙ
˺
঺

ȷ
લ
᪦
ᛖ
ȷ
લ
७
ᛖ
Ɣ
ǒ
Ɠ
ᛅ
ǁ
Ჴ
᲼᲼
ȷ
E
ܢ
ܬ
ᛖ
ư
Ʒ
˟
ᛅ
ą
ܢ
ܬ
ʴ
Ʒ
ɭ
မ

ᘙ
ྵ
Ʒ
ɭ
မ
ǁ
Ჴ
Ჿ
ȷ
HI

ȷž
Ũ
Ũ
Ʒ
ƨ
Ǉ
Ɲ
ſ

Ʋ
ǜ
Ƴ
ƨ
Ǉ
Ɲ
᳸
Ʋ
Ə
Ǎ
Ƭ
Ư
Ə
Ǉ
Ǖ
ǔ
᳸
Ə
Ǉ
Ǖ
Ư
Ɣ
ǒ

ૼ
Ꭵ
ኡ
Ჴ
Ჽ
ȷ
D
F
ѣ
Ɩ
Ʒ
ᙲ
እ
Ǜ
٭
҄
ƞ
Ƥ
Ư
ѣ
Ɣ
Ơ
Ư
ǈ
Ǒ
Ə
ዋ
ஜ
Ɣ
ǒ
Ჴ
᳀
ȷ
᳡

ž
Ȏ
ȳ
ƨ
ǜ
ප
ƙ
Ʒ
Ʃ
ƍ
Ƣ
Ɩ
ſ

ܱ
ᨥ
Ʒ
̬
Ꮛ
ᙻ
Ꭾ

Ɠ
ᛅ
Ʈ
Ƙ
Ǔ
Ɣ
ǒ
Ჴ
Ჾ
ȷ
I
ȷ
ᑶ
້
Ʒ
ᘙ
ྵ
Ʒ
о
˺
ą
ႆ
ᘙ

Ɠ
ᛅ
Ǜ
ƭ
Ƙ
ǖ
Ə
Ჴ
᲼
ȷ
HI

ȷ
ǿ
ȳ
ȝ
ȝ
Ʒ
ዪ
ൗ

ȷ
ኛ
ᝃ
ȍ
Ȑ
ȍ
Ȑ

ȷ
ʈ
Ǔ
ཋ

ȷ
ෙ
Ʒ
ဃ
Ɩ
ཋ

ƨ
Ǉ
Ɲ
Ʒ
ᘙ
ྵ
ą
Ɯ
Ʊ
ƹ
Ɣ
ƚᲴ
ᲽᲽȷ
H
I
ዋ
ஜ
Ɣ
ǒ
Ჴ
Ჾ
ȷ
Iž
Ʃ
ƍ
ơ
Ƴ
ǋ
Ʒ
ƕ
Ƴ
ƍ
ſ
Ɠ
ᛅ
Ʒ
៲
˳
ᘙ
ྵ
о
˺
ą
ႆ
ᘙ

̬ Ꮛ ᎍ ƴ Ǒ ǔ ܱ ោ 
᲻

į
Ɠ
ƨ
Ǉ
ơ
ǌ
Ƙ
Ơ
Ტ

Უ
ą
Ɣ
ƴ
Ტ


Უ
ą
ᑪ
੐
Ǔ
Ʒ
ᑪ
Ტ


Უ
ą
ᓳ
ƪ
ᓶ
Ტ


Უ


Į
ǫ
Ǩ
ȫ
Ტ

Უ

᲼

Į
Ȝ
ȸ
ȫ
Ტ


Უ
ą
٭
៲
Ɲ
Ƭ
Ɯ
Ჴ
Ǿ
Ǧ
ȷ
Ǧ
ǵ
Ǯ
ȷ
ǫ
Ǩ
ȫ
ȷ
Ȉ
ȳ
Ȝ
ȷ
ȁ
ȧ
Ǧ
ȁ
ȧ
Ტ


Უ

İ
Ƿ
ȣ
Ȝ
ȳ
ྚ
Ტ

Უ
ą
ᑶ
້
Ტ


Უ
ą
៲
˳
Ǜ
Ƙ
Ƭ
ƭ
ƚ
ǔ
Ტ


Უ
ą
ቬ
ם
Ტ


Უ

İ
Ɩ
Ʒ
Ɯ
Ʒ
ౕ
ǁ
ᘍ
Ɯ
Ə
Ტ

Უ
ą
៲
˳
Ǹ
ȣ
ȳ
Ǳ
ȳ
Ტ


Უ

Ჽ

İ
࣑
ᎍ
Ტ


Უ
ą
࣑
ᎍ
Ტ


Უ





















ĭ
٭
៲
Ɲ
Ƭ
Ɯ
Ჴ
᫠
ᘍ
ೞ
ȷ
Ǧ
ǵ
Ǯ
ȷ
ǫ
Ǩ
ȫ
ȷ
ȷᲢ


Უ
ą
ǉ
Ƣ
ǜ
ư
ƻ
ǒ
ƍ
Ư
Ɣ
ǒ
Ტ


Უ



















































į
ବ
Ƭ
Ư
Ʋ
ǜ
Ƴ
Ʃ
ǖ
Ə
Ტ

Უ
ą
ᅸ
Ʒ
Ɠ
૝
ഩ
Ტ


Უ

Ჾ




























































Į
ǫ
Ǩ
ȫ
Ტ

Უ
ą
ቬ
ם
Ტ


Უ

Ჿ

ĭ
Ɠ
ƴ
Ɨ
Ǔ
Ტ


Უ
ą
Ɯ
ǖ
Ɯ
ǖ
ҳ
Ტ


Უ

᳀

į
ૼ
Ꭵ
ኡ
Ტ


Უ
ą
᫘
ᑔ
Ტ


Უ



Į
ѣ
ཋ
Ჴ
Ə
ƞ
Ɨ
ȷ
Ǿ
Ǧ
Ტ

Უ
ą
ᮄ
Ტ


Უ

᳁







































ą
Į
ʈ
Ǔ
ཋ
Ჴ
Ȑ
ǹ
ȷ
᫠
ᘍ
ೞ
Ტ


Უ
ą
ƨ
Ǉ
Ɲ
ƴ
Ƴ
Ƭ
Ư
Ტ


Უ

᳂































































ĭ
Ɠ
ƍ
ǋ
ƴ
Ƴ
ǖ
Ə
Ტ


Უ

表
１
．
実
技
講
習
の
実
際
と
保
育
者
の
実
践
－ 98 －
京都文教短期大学　研究紀要　第 56 集
らず、当然からだは用いるが、身体表現の要素
として強調された活動はなかった。活動として
は 4種類の活動が実施された。
その活動内容に関しては、今回も、歌「あん
たがたどこさ」を用いて、B．表現を楽しむこと
から始めている。さらに今回、動きを構成する 3
要素（時間・空間・力）について説明し、プリ
ントへの記入を実施した。つまり、「歩く・跳ぶ・
転がる・走る・這う・回る」という 6種類の動
きについて、①動きの 3要素を変化させること
による動きの多様化の実施とプリントへの記載。
②動きの体感から描かれるイメージの記載を求
めた。つまり、これが今回の活動内容の特徴で
あるE．教材研究の実施にあたる。その他では、
今回の導入として、「歌を手がかりに」した遊び
からB．表現を楽しむことを促し、「まねっこ遊
び」につなげた。2人組で実施する「まねっこ遊
び」では、前回同様、保育者と子どもの両方の
立場にたちC．先生役を体験してもらっている。
最後には、「跳ぶ」動きからイメージされた花火
をテーマとし、グループでの身体表現のD．創
作と発表を行い見せ合った。
第 2回目においては、身体表現の b．動きと f．
イメージに焦点を絞り、E．教材研究を通して深
め、それを自分たちでのD．創作と発表につな
げている。身体表現の動きとイメージの関連性
に関する知識の獲得と、保育者として必要な表
現力の育成を目指す構成になっていたことが読
み取れる。
③第 3回目の講習
第 3回目は 2015 年における 2回目の研修とな
り、前回の研修から 3ヶ月しか経っていない。今
回は「子どもと表現の世界を楽しもう」をテー
マとし、保育実践につなげることを目指し 3種
類の活動を実施した。
まず、身体表現の要素としては、分析の観点
の d．身近なものをのぞく 6項目を含んでいる。
第 1回目や第 2回目との違いは、ひとつの活動
のいずれにおいても、複数の要素が含まれてい
ることである。つまり、「ジャンケンから」は a．
からだ c．歌 e．かかわりの 3種類、「動きから
の創作」という活動も、b．動きと c．歌が含ま
れるなど、複数の要素が混在した活動へと複合
化していることがわかる。
活動内容としては、今回もB．表現を楽しむこ
とからスタートしているが、その後すぐに、D．
創作と発表を求めている。つまり、「走る－止ま
る」を繰り返し「彫刻の森」を創作することや
「お花がわらった」の替え歌から動きの創作を求
め、発表を実施している。前 2回は講習の最後
に課していたD．創作と発表を、今回は 2つめ
の活動で課しているのである。ここに保育者の
表現力の成長を感じ取ることができる。
そして、今回も「○○のたまご」の活動にお
いてE．教材研究を実施した。5種類のたまごに
関して「どんなたまご？～どうやってうまれ
る？～うまれてから？」という観点でイメージ
を描き、プリントに記載することを求めた。実
際にたまごの表現を体験した後、2人組の 1人が
「先生役」、もう 1人が「たまご」になり、C．先
生役に「ことばかけ」を試みてもらった。「こと
ばかけ」に関しては、①「どんな？どうやって？」
と問いかけることばと、②その言葉に呼応して
表現される子ども役の様子や動きをことばにす
ることを求めた。つまり、実際の保育実践への
活用を意図している。
第 3回目においては、研修の途中に課された
D．創作と発表を消化するだけでなく、テーマで
ある「子どもと表現の世界を楽し」むための具
体的な活動として、E．教材研究を実施し、それ
に基づくC．先生役が組み込まれていた。すなわ
ち、今回の「先生役」は、保育者が実施したE．
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教材研究からつながっていることが特徴として
あげられる。ここに、第 1回目の「新聞紙」や
第 2回目の「まねっこ遊び」で経験した「先生
役」とは異なる深まりが認められ、より「保育
実践」につながる構成であることが読み取れる。
④第 4回目の講習
毎回の講習は、園内研修の一環として実施さ
れている保育者の「保育実践」の変容を感じな
がら組み立ててきた。そんな中、課題として感
じられた子どもから「動きを引き出すために」
を、今回のテーマとした。第 2回目に動きの 3要
素をベースに「動き」の多様化を実施したが、そ
の時の「動き」は移動をともなっていた。今回
は、その場での「動き」の変化「大きくなった
り－小さくなったり」を取りあげ、特に、位置
や方向性など空間利用の気づきを促したいと考
えた。さらに、「どんなふうに」という表現的要
素に関しては、「擬音語・擬態語」が有効な言葉
であるので、その声かけも経験してもらうこと
にした。
つまり、今回のテーマ設定は保育者による「保
育実践」の変容に基づいてなされたため、身体
表現の要素は b．動きと c．音（擬音語・擬態語）
の 2種類のみで構成されていることがわかる。
具体的には、車座に座った保育者が順番に、各
自が思い描いた「大きくなったり－小さくなっ
たり」をからだで提示し、みなが真似るという
スタイルをとった。思いつく限界までの「大き
くなったり－小さくなったり」を全員で探し、そ
の後、立ち上がって同じことを試みた。つまり、
活動内容としては、プリントへの記載ではない
E．教材研究にあたると考える。
次に、「ユラ・ネバ・フワ・コロ・クル・ピョ
ン」という質感の異なる擬音語・擬態語を取り
あげ、多様な言い方で声による表現を試みた。さ
らに、1 人が C．先生役になって「ユーラ・ユ
ラ・ユラユラ・ユラッ・ユラー・・」など、言
葉を多様に変化させて発声し、その他全員は、そ
の声を聞いて動き、からだでの表現を楽しんだ。
最後に、「宇宙語（擬音語・擬態語）」しか話さ
ない宇宙人になって、いろいろな「宇宙語」で
の会話を試み、B．表現を楽しむことで締めく
くった。
そして今回、3種類の活動を実施したが、その
最後は、実技ではなく他の保育者が実施してい
る身体表現あそびの保育実践（DVD）の視聴を
取り入れた。F．保育実践を観ることを取り入れ、
意見交換を促し、次回の保育実践につなげよう
との試みが確認できた。
⑤ 4回の講習の流れ
最初から 4回の予定ではなく、第 1回目での
終了も想定された講習であった。継続されるよ
うになると、毎回、保育者による保育実践の内
容も考慮し、講習を組み立てた。ただ、講習の
全体を通したテーマが「子どもと楽しむ表現あ
そび」であるように、講習の根底には、子ども
と表現あそびを楽しんで欲しいとの願いが息づ
いている。
その 4回の講習の流れを活動内容と身体表現
の要素からまとめたい。
まず、身体表現の要素としては、第 1回目は a
～gの 7項目の全てを含んだ構成になっていた。
また、第 1回目や第 2回目においては、ひとつ
の活動に e．かかわりや a．からだなどのひとつ
の要素しか含まれていない活動もあったが、第 3
回目には、すべての活動が、複数の要素から構
成されており、構成が複合化していた。一方、第
4回目では、b．動きと c．音（擬音語・擬態語）
のみの要素で構成されているが、必要と考えら
れたこの 2つの要素に特化した講習になってい
ることが読み取れた。
すなわち、講習全体の最初に、身体表現あそ
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びの全般的な要素を網羅し、それをベースに、保
育者に必要な身体表現の要素に特化し、あるい
は複合化した活動を実施するという流れを確認
することができた。この流れは、身体表現の要
素について、ひとつひとつの要素の確認から始
め、その要素の組み合わせをも確認し、さらに、
ひとつの要素の深化も体験し、身体表現あそび
の多様性を実感させることにつながったと考え
る。
次に活動内容に関しては、A．ゲーム的要素を
楽しむやB．表現を楽しむことを重視した第1回
目は、6つの活動中 4つが、その楽しむ要素で構
成されている。しかし、このように保育者が表
現を楽しむことを原点としながらも、次の段階
のD．創作と発表やC．先生役も組み込んでいる
ことがわかる。さらに、第 2回目と第 3回目は
B．表現を楽しむは導入として1つの活動が実施
されているだけである。それ以外では、第 1回
目の継続としてE．教材研究が取り入れられ、表
現の深まりが意図されている。さらに、そのE．
教材研究から、第 2回目ではD．創作・発表へ
と活動が展開され、第 3回目ではC．先生役へと
つなげられている。第 4回目においても、E．教
材研究から C．先生役への流れは継続されてお
り、ここに、「保育実践」をより意識した流れを
確認することができた。つまり、今回の 4回の
講習には、保育者自身が楽しむ活動内容から、保
育実践を目指す活動へという流れを読み取るこ
とができたと考える。
（2）保育者の振り返り
各実技講習の体験後に、①「自分で表現あそ
びをしてみてどうだったか」②「今後の保育に
どのように役立てたいと思うか」③「その他の
感想」の観点で、保育者に振り返りを求めた。毎
回、参加者が少なく、固定されたメンバーでは
ないので、質的に検討したいと考える。
①第 1回目の記述より
第 1回目の講習においては、筆者が意図した
表現の多様性と楽しさを、受講した保育者 8名
の記述から検討したい。
まず、8名中 6名が、3つの質問のいずれかに
おいて「楽しかった」と記述している。
具体的に見てみると、「まずは楽しかった（G
保育者）」「同僚の先生達と楽しめた（F）」「開放
的になれて楽しかった（B）」「人と関わる楽しさ
を味わいながら、心の開放感を感じた（I）」「身
体を動かして楽しかった（A）」「いろんな動きが
楽しめるようになり、イメージがふくらみ楽し
かった（E）」「身体を意識して動きを工夫するこ
とを楽しめた（I）」「表現することって楽しいな
と実感した（B）」「他のグループを見るのも楽し
めた（E）」との記述があげられる。つまり、「身
体を動かす」「動きを工夫する」「人と関わる」「イ
メージがふくらみ」「表現する」「観る」など、身
体表現の要素に関連する多様な楽しさを実感し
ていたことがわかる。
さらに、表現に関する記述は 5名で見られた。
具体的に見てみると「もっともっと表現あそび
は自由なものであることが今日わかった（E）」や
「『表現は難しい』『表現はこうでなければならな
い』と勝手に思い込んでいた（B）」「簡単なあそ
びの中にそれぞれの表現が有り、一番身近なも
のかなとも感じた（A）」「何をしても正解と捉え
ると気分が楽になり、のびのびと表現できる
（F）」「自分から自然にわき出る表現（驚き・喜
び）なども大事な表現（E）」などがあげられる。
これらは、講習前は、身体表現を「難しい」と
捉えていたが、今回、「自由なもの」「身近なも
の」として捉えている。「こうでなければならな
い」との思いから「何をしても正解」との捉え
方への変容が示唆されている。「自然にわき出る
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表現」の重要性にも気づいていることがわかる。
さらに、「指導者の言葉かけひとつで、動きや表
現が変わる（B）」や「保育者が楽しくなければ、
子どもも楽しくないことを、体で実感した（G）」
「何気なくしている言葉かけも本当に大切なん
だ（I）」などは、身体表現遊びの体験を通した保
育全般への大切な気づきである。今回、筆者の
言葉かけを聞き、自分が動くこと・自分が表現
する機会を得たことが、このような気づきをも
たらしたものと考える。
②B保育者の記述より
全ての講習に参加し全ての保育実践を行った
のはB保育者 1人である。このB保育者は、毎
回、記述②欄「今後の保育にどのように役立て
たいか」において、毎回「子ども」について触
れている。具体的にB保育者の記述を見てみる。
第 1回「表現あそびを通して、子どもたちに
も、体を動かす楽しさ、表現する楽しさを伝え
られたらいいなと思う」
第 2回「子どもたちと一緒にやって、表現あ
そびを楽しみたい思った。子どもたちだけが楽
しむのではなく、保育者も一緒にからだを動か
して、子どもの気づきや発見に共感できたらい
いなと思った」
第 3回「子どもが発信することにしっかり気
づいて、認めていくことで、自信につながって
いってほしい」
第 4回「声の表現の方法によって、同じ言葉
でも色々な表現が広がっていくことがわかっ
た。子どもたちからどんな表現がでてくるのか
な？と子どもたちとやってみたくなった」であ
る。
つまり、子どもとの表現あそびに対して「楽
しさを伝えたい」⇒「一緒に表現遊びを楽しみ
たい」⇒「子どもたちとやってみたくなった」と、
その姿勢が前向きに変容していることがわか
る。
さらに、子どもとの関わりや育ちに関して、
「気づきや発見に共感できたらいいな」⇒「気づ
いて、認めていくことで、自信につながってほ
しい」と記述し、表現遊びのなかでの、共感・承
認の大切さをも実感し、自らの保育につなげよ
うとしていることがわかる。
また、表 1より、この B保育者の保育実践を
見てみる。講習前は「ボール」をテーマとして
おり、これは先輩保育者の実践を真似た内容で
あった。つまり、保育を組み立てる際に、子ど
もの興味・関心を優先して考慮していたとは考
えられない。それが、徐々に、「シャボン玉」や
「きのこの森へ行こう」など、子どもの日常生活
に基づいた内容を実践するようになった。さら
に、「身体をくっつける」や「身体ジャンケン」
などのように、講習を参考にした保育実践も取
り入れられていることがわかる。
つまり、B保育者は、講習を重ねるなかで、子
どもと一緒に表現を楽しみたいという思いが芽
生え、その実現のために、講習内容も参考に、子
ども主役の保育実践を試みていることが読み取
れる。以上、1人の保育者に限定されてはいる
が、園内研修における身体表現遊びの実践にお
いて、今回の講習を通した保育実践の変容も推
察することができた。
今回対象とした保育者の大半が、実技講習を
通して、少なくとも身体表現あそびの楽しさを
実感し、「表現」に対する自らの捉え方や姿勢を
省みていることも明らかになったと考える。つ
まり、B保育者に見られたように「子どもと楽し
む表現あそび」の保育実践のスタートは切れた
ものと考える。
4．まとめ
身体表現あそびの園内研修の一環として実施
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した「子どもと楽しむ表現遊び」の実技講習の
検証を試みた。当初は 1回での終了も想定され
た実技講習だったが、3年に亘り 4回の講習を実
施することができた。
その実際の活動内容は、身体表現あそびの7つ
の要素（a. からだ　b. 動き　c. 音　d. 身近なもの　
e. かかわり　f. イメージ　g. 絵本）の全てをそれ
ぞれ確認する活動からスタートし、回を重ねる
中で、要素を深化させ、あるいは複合化した活
動へと、講習が構成されていた。さらに、保育
者自身が「表現を楽しむ」ことをベースに構成
されていた講習内容に、保育者の表現力の向上
のために「創作・発表」が加えられた。実際、そ
の「創作・発表」も講習途中で課されるなど、保
育者の表現力の向上を確認することもできた。
さらに、身体表現あそびの知識の獲得のための
「教材研究」や、言葉かけなどの実践力につなが
る「先生役」などが、保育実践を想定した内容
として加えられていた。
そして、講習後の「振り返り」記述からは、ま
ず、第 1回目において、大半の保育者が、身体
表現あそびの要素に関連した多様な楽しさの実
感を記述していた。さらに、従前に抱いていた、
型にはまった表現の狭い捉え方を見直し、「自
由」「身近」「自然にわき出る」など、表現の柔
軟な捉え方への変容が読み取れた。また、実際
に子ども役で動いたことで誘発された表現や保
育への気づきも複数確認することができ、B保育
者においては、保育実践の変容も推察すること
ができた。
今回、園内研修に実技講習を取り入れたこと
について、一定の効果があったと捉えている。つ
まり、実技講習は自分の身体を通しての理解に
つながり、まさに、記述に示されたいろいろな
実感・体感をもたらしている。特に、子どもの
立場に立つ経験は、実績を積んだ保育者に貴重
な機会を提供したと考える。初心に立ち返るだ
けではなく、学生時代には感じ得なかった気づ
きをもたらし、あるいは、自分の保育を省察す
る機会として機能したことが推察できる。これ
も、今回の講習が第 1回「表現を楽しむ」のみ
で終了せずに継続できたこと。さらには、その
講習が、今回対象とした保育者に必要な活動内
容によって構成され、保育実践での反映が可能
であったことも功を奏したかもしれない。
ただ、保育実践に至っては、保育者に進んで
「やりたい」気持を持たせることには至っておら
ず、まだまだハードルは高いと言える。しかし、
その保育実践にも、講習での経験を自分なりに
取り入れる保育者の姿は確認できている。今後
も「子どもと楽しむ表現あそび」の実践を目指
して、研究を継続したいと考える。
なお、本稿は日本保育学会第 70 回大会（川崎
医療福祉大学　2017）でのポスター発表 4）をま
とめたものである。
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